
鹿 屋 で 暮 ら す ・ 働 く

株式会社 森ファーム（輝北町上百引）
【事業内容】 肉用牛餌養管理　　　　　　
【設立】昭和 61 年  【従業員数】35 人

徳之島町出身。幼少期から実家の牛の世話を手伝い、
県立農業大学校で肉用牛を学んだ後、生産現場の道へ。
活発的な日々を送る。輝北町上百引在住。

株式会社 森ファーム 下
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おしごとの時間
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私
は
農
場
の
責
任
者
と
し
て
、

８
５
０
頭
の
牛
を
育
て
て
い
ま
す
。

担
当
は
従
業
員
の
業
務
管
理
と
、
子

牛
が
生
ま
れ
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で
の
母
牛
の
発
情

の
発
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成
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。

　

農
場
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従
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５
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仲
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み
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将
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独
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を
持
ち
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と
い
う
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向
か
っ

て
励
ん
で
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。
一
人
前
に
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た
め
の
勉
強
を
怠
る
こ
と
な
く
、
分

べ
ん
や
難
産
な
ど
「
命
」
が
産
ま
れ

て
く
る
緊
張
の
場
面
で
も
落
ち
着
い

て
対
応
で
き
る
よ
う
技
術
の
習
得
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
で
一
番
の
や
り
が
い
を

感
じ
る
瞬
間
は
、
産
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
牛
か
ら
飼
育
を
続
け
、
立
派
な

成
牛
と
し
て
出
荷
で
き
た
と
き
で
す
。

　

弊
社
は
、
個
人
の
意
見
や
考
え
を

積
極
的
に
尊
重
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ

と
が
、
何
よ
り
も
心
強
く
魅
力
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
場
の
仲
間
と
経
験

を
積
み
重
ね
、
良
質
な
牛
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
。

牛
の「
命
」と
向
き
合
い

成
長
を
つ
づ
け
る

　昨年、12月に開催された九州大会に出場しま
したが、得失点差で決勝トーナメントに進むこ
とはできませんでした。しかし、その悔しさを
バネに、インターハイ出場にむけて効率を意識
した練習に励んでいます。今年度のインターハ
イは鹿児島開催となっており、出場枠も例年よ
り増えています。このチャンスを生かして出場
権を勝ち取り、地元の鹿児島県で活躍する姿を
皆さんにお見せします！

鹿屋中央高校 人間科学科進学コース 

 西
にし

 雄
ゆう

介
すけ

 さん （３年生）

「学校生活ではみんなとワイワ
イ過ごしています」と話す笑顔
が素敵な高校生。趣味も卓球と
答えるほど卓球をこよなく愛し
ている。最近の休日の楽しみは
温泉。鹿屋東中学校出身。

鹿 屋中央 高 校
Central High school in Kanoya

鹿屋中央高校 卓球部

鹿児島開催のインターハイに向けて

紹介してくれるのは

スゴいぞ！
進め☆鹿屋の高校生

高
ま る こ う

23   KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS  Vol.322


